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マスグレイヴによるヴィクセルの狃税帰蔚理論の定式化についで

, バ ド 》一

最後に，租税がない場合のt，L, Z と，生産物税が課せられた場合のi，し，Z とを比較して 

みょぅ。

生産物税が驊せられた場合のt は，租税がない場合のt の d ^ r ) m+1倍されている。（1— r)は
1

1 とo の間の値をとるから了士ンは1 より大きい。w も1 より小さい正数であるから 

は1 より大きい。従って, 生産物税が課せられた場合, 投資期間尤が延長されることが分かる。

次に, 生産物税が課せられた場合のL とZ はともに，租税がない場合のL，Z の （1— r)ふ 倍 ' 

されている。（1-r )は1 より小さい正数でw は1 と0 の間の値をとるから;(1— デ)印 は 1 より 

小さ、、正数である。従って，生産物税が課せられた場合, 質金所得L と利子傘Z は（この体系では

均等に）低下させられるのが分かる。
. ’ ;■ ■ .  . .
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高 木 寿 一 名 誉 教 授 略 歴

大正10年 3 月

大正10年 4 月より 
飞3年 3 月 ま で ニ

大正13年 4 月 1 日

昭和2年 1 月より 
4 年 2 月まで

昭和5年 4 月より 
7 年 3 月まで

昭和13年 4 月より 
18年io月まで

昭和17年10月X り

昭和18年 4 月より

昭和18年10月
昭和24年 4 片

昭和24年 9 月より 
25年 1 月まで

昭和25年 1 月より 
30年 5 月末日まで

昭和28年10月
昭和30年10月より 
36年10月末日まで

昭和骀年1 月

昭和44年 3 月

昭和44年 4 月

生 年 月 日 明 治 32年 2 月如日生 ,
本 藉 M 苋京都中央区京橋新川町2 の 4 

1 住 所 ： 苋苽押:世田ヶ谷区下馬.6 丁目19义 2

慶應義塾大学理財科卒業。

同太学院に在学” し ' :' '  ；

慶應義塾高等部教員に就任。 ‘

財政学ぉょび経済学研免のオこあ, 庞應:族執fY/学也として英• 独両国に2年出1派逍され 

.るi

同高• 部副主任を兼務。

同高等部圭任を兼務。 .

同大学経済学部講師（財政学）を兼務。: ’

慶應義塾商業学校教員を兼務。 . •
慶應義塾高等部教授を退職し. 同萵等部および経済学部の講師となる，

慶應義熟大学経済学部教授に就住<*ヽ  ： ■

同大学学生部長を兼務ン：

同大学就鹼- 畏を兼務。

経済学博士の学位を授与される。

慶應義塾大学通信教育部長を兼務。

同大学産業研究所所員を兼移。

慶應義_ 大学を定• 退職。

慶應義塾大学経済学部名誉教授。なお，現在，大学院経済学研究料の財政学演留で， 

法学部の財政学，経済学部の「自由研究j を担当している。

慶應義塾外の睞務略歴

昭和18年10月より 
24年 2 月まで

昭和23年 1 月

昭和27年 4 月より 
3?年 3 月まで

丨旧和29年 9 月より 
31年 7 月まで

昭和32年• 7 月.より 
44牟 7 月まで

昭和32年 9 月

昭和34年 6 H より 
現在まで各年に

.神奈川県商工経済会理难長, 横浜商工会識所専務理事に就任*

地方財政委員会顧問を荽贼される。

横浪市立大_ 商学都'講師を委_されるン -
. .へ . : . . . .  . . .

公共企業体等中央調停赛負会委貝長に就任， ’

來京邡公安委Mに就任。 ’

日本財政学会の推薦により，総理大岛命の国费派遣によって国際財政学会のウ 

大会に出席。

国家公務員採用上級試験苺門委員に任命される。
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よ° 司減 齡 錢 員 に 任 命 さ れ る 。
—— . . 、 .へ：: , / . : ,パ.，バ〔ぃ，. ....■.. '  ' . ’圓 ；, .ニ、

その仙，文部省の大学設匱審議会輿門委員，段間辱:術研蚝機関助成g 議会委員など， 

また大歲卷税務講習所，■農林省林業講贺所の講師を委嘱される。...

昭和42年 4 月 よ り „ •
..14年 :3月まで 流通経済大学経済学部瑞師を委® され.る。

昭和44年 4 月 流 通 鉍 済 大 学 経 済 学 苗 5教授べ財叙学) に就任して現;^にぃたる。

賞 罰

哨和27年11月 
嚇 39年11月 
昭和44举11月

慶應義塾大学より学術上の業績によりぼ! 塾賞」を授与ざれる• 
慶應義塾より勤銃40年により表彰される。

勲二等に叙せ、られ瑞宝章を授与される。

以 上  

(昭和45年 1月記)

著 作 目 録

著 書

.時 潮 社 .昭和12年

「世界戦後の国家財政」 同 文 館 昭 和 7年 

.「戦時財政論」 _. .日本評論社昭和 8 年 .
「現代P 牵財政及財政政策」 時 渤 社 昭 和 12年 :
「戦争と財政金融j (金原賢之助，町田義一郎，永田清氏と共著）

ィ財政類型論j 日本評論社昭和 14年 

「日未財政4税制の構成j ダイヤモンド社_ 昭和16年 

「晚争财政の経済理論」 北 隆 節 昭 和 18年

「戦争と財政（戦時財政Q迤礎知識)」 慶應出版社昭和 18年 . ‘
「大策亚戦争の財政理論j (慶應義塾高等部学術研究会縮「大萊並の社会と経を」所収） 昭和18年 

f近俾財政思想史j 北 隆 館 昭 和 24年
厂現代財政学総論」 金 摄 堂 昭 和 2古立ン - ’
r財政学j (大蔵省会計実務講座） 大蔵輪主計局昭和 25■年.
「財政学j (慶應義塾大学通信教育教材） 昭和26年 .
「現代日本財政論」 傘 星 堂 昭 和 27年 • •
「近代国家財政の理論」 慶應通信 昭 和 29年 .
「財政学十五講厂慶應通信昭和 30年

「財政政策j (大熊一郎，古田精司氏と共著） 世界書院昭和 40年•

駅 *寄

「英国経済組織」（W .J. A shley著） 中外文化協会 ’ 大正13年 

「租税負担能力と_ 民所得」（Silvernian著） （金融研究会叢書第2 編 所 収 )
/ 因家経費の経済地論j (G. Cohn著） （金融研坪会叢書第2縮 所 収 ）

.r取シ丨税又は兄上税問題」 (National Industrial Conference B o a r d ) (金融研究会翁_ 第.2 縮所ルぃ
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三田学会雉誌掲載論文

羊毛工業の発達とMerchant Adventurers . (—）〜（五） 16卷 1.号〜16卷 5 号 ：（大H ill平）

近世初助め英_ 株式:会社に対子るスコヅトの観察(上) （下） v m 1 号:〜1?卷2 骨 （木正找年）

.•チュ一ド)レ，スチュ.ァこト苘朝忆於ける工業叙策（ニ）」(四) ' 17卷 3 号~17卷 6 号 （大正1念年）
英国殻物市場の史的考察（一) 〜（四） 18卷 3 号に18卷 6 号 （大正13年） 、. ；

「近世資本主義」金::！廒序文 . 緒論に於けるゾンバルト 18巻 7 号 (大iEl3年)
工ドヮ一ド三世に関する一考察( - * ) -  (ニ) 18卷10号一18卷11号 （大止:13年）

阿部秀先生 6 李 知 的 也 齒 19凑 i 号 (夫正14年 ) ：

英国産業革命史一般の説明19巻 9 号 (大K14年）

グスタフ• カッセル「経済学の根本思想」の 一 節 20# 2 号 （大丨丨:15平）

中世英国:C業統制の』解 齒 20卷 7 号 （大正15年） • '
、ピグー，ダルトツ^)資本課税論（附コルゥィン委員会報告書) 24巻 4 号 (昭和5平）

租税経- 論 序 説 26卷 1 号 （昭和7 年)
本邦財政の必然的動向と累進課税の経済的作州に就て26巻12号 (昭和7 年）

ソケヱ一ト粗税政策概論2?卷10号 （昭和8 年）

現代租税制度に於ける一般取弓丨税の地位と本質28卷11号 (昭和9 年).
フィリップ.スノー デシ6 自 叙 伝 29巻 3号 （_ 和10年）

本邦財政学め新刊書fc就 で 30卷 1 号 (昭 無 年 ） ••
現代国家財政の類型 30巻 3 号 （昭和11年） ' '
地方財政改善に関する内閣審議会中間報告（内閣調査局編箏） 30巻6 号 (昭和U年)
戦時狃税政策の諸問題 33巻 3 号 （昭和14年） .
現代公債政策の発展過程（序論） ィ0巻 5 号 （昭和22年）

財政学に於ける経費_ の 問 題 （一）〜（三） 41巻 4 号〜41巻 6 号 （昭和23年)
公共経赀の効果の可測性について42巻 5 * 6号 （昭和24年)
「均衡財政」の理論と合自的性 43巻 2 号 （昭和25年） 、

財政学に於けるケィンズ革命の結染一一新しい財政学体系の可能性. 45巻 2 告 （昭和27年)
均衡予算の乗数効果に関する理論の現実的妥当性—— 膨脹効果か収縮効果か 45卷12号 （昭和27年） 

ヒックX の 「厚生国家に於ける粗税政策」に つ い て 48巻 3 号 （昭和30年）

現代財政学に関する若干の疑問—— 一 つ の 覚 え 書 49巻10号 （昭和31年） ■
現代日本の国家支出の構造分析一一-財政資金の処分と国家給付の諸形態についてS1巻 4 号 （昭和33年） 

故金原賢之助博士の虫涯一- 52巻 3 号 (昭和34年）

昭和年代始期の財政学の転換過程に於ける若干の疑間一現代財政学の前提段階の回顧52巻8 号 （附 

和34年〉 ' ' .
1950年代後期の日本財政学に於ける財政の本質および体系に関する間鹿—— -前進のための若干の疑問の提 

出 53卷 8 号 （昭和35年） メ

1恥0年度の国税構造が持つ税収の所得弾力性および限界租税函数54卷 8 考 （昭和36年）

財政学の迤本的課題に関する疑問と解釈一7 财政学の前進拠為め砰検討55卷 9 号 （昭和37年)
租税利益説に関する問題マー1950年代末の段階におけるリ'ノダ一ルの解釈につV、て 56卷 8 号 （昭和38 

尔）： . ' . - ■  . . . . . . ' .  ....
現代財政学の支配的解釈に関する疑問について58巻 3 号 （昭和40年）

財政学方法論に関迪する_ 鹿一一力/ ル ，メシガーおよび岡野舞記陴上の解釈に対する疑問の提出59 
卷 7 号_■(唯和41年）

公共欲!?i および公共財に関述する問題一一つの觉え镨60巻11号 （昭和42华）
. ■ へ .：.

一 105 {217)

線̂ ^搬嫩漁ず濃̂^乾嘯落̂ ^ 錢 觀  1 壞氣M靈為メ令;VポMて•冬夜二々 ％:ダ/故w浓

n

#

'?
-

3
讀

囊

努



傲 辦 撕 释 激 鄉  挪 .撤 ^ 撒 城 ;̂ 蹲 驗 :颂钱  棘 雄 嫌 他 ，这

高木寿一名誉教授略歴および著作n 録

プドルフ. ワグナアの「財政学」における主獎課題の解釈 62卷 2 号 （昭和44年）

J. S . ミルの財政学説における浩干の主要課題の解釈63卷 2 号 （昭和45印）

「昭和年代始期に於ける財政学説の転換過程—— 現代財政学の如提段階の回顔と若干の疑問の提出j
慶應義塾創立百年記念，慶應義塾大学経済学会編, 「日本における経済学の百年j (下巻所収） （昭和 

34华 5 月刊行） '
「現代財政学の基-本的課題に関する若干の疑問」井藤半弥博士退官記念論文集（昭和35年10月刊行） 

「財政学の前進拠点の検討」加藤一雄博士在職35年記念論文集（昭和36年 6 月刊行）

「財政学の蕋本的課題の検討—— 解釈と疑問の提出j 花戸龍蒇博士-山•稀記念論文集（昭和37年 9 月刊行） 

「財政学の研究における「対象の把握」について—— ひとつの覚書:j 国民経済雑誌（昭和40年 9 月号）

附記以上の他の雑誌および新聞などに掲載された論稿は，多数にわたるのでここではすべて省略し 

た。
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by JuicHi Takagi

The starting' point of the political economy of the classical School in PJngland was Aclam 

Smith, “The W ealth of Nation” .（1776)，but in the middle of the 19th century the developliieht 

of the theory of political economy reached to the new stage in J. S. Mill. "Principles of Political 

Econoriiy” （1848—7th edition 1871). ’ '

In the preface of this book, J. S. M ill wrote th a t "The W ealth of Nations is in m any parts 

obsolete and in all. imperfect” (Principles of Political Economy, edited by W. J. Ashley, Preface,

p. 18). • ' '

In this paper, select several problems ill his theories which have some importance as yet, and 

deal w ith their historical characteiv

( 1 ) The conception of “Productive Labour” of J. S. M ill was different ffom th a t of Adam 

Smith. I t  means th a t A. Smith dealt w ith the direct effects of Public Expenditure, and J. S. 

Mill dealt w ith elTects (u tility) of Public Services created by Public Expenditures, as a mode 

in which labour indirectly instrum ental to  production— -ay indirect productive labour (A. Smith,

The W ealth of Nations, 1776，edited by E. Cannan, pp. 324-5----- -J. S. Mill, Principles of

Political Economy, 1848—7th Edition, 1871. edited by W. J. Ashley, pp. 36-7).

(2) Im portant problems shown by J. S. Mill which had the historical characters were 

^Unemployed Capital** and "Export of Capital’’.* He indicated the existing fact of unemployed 

capital in England in the meaning th a t a fund may be seeking for productive employment and 

find none, adapted to the inclination of its possessor ； it  then is capital still, but unemployed 

capital” - (Principles of Political Economy, edited by Ashley, p.56). He wrote on the export of 

capital as follows, “i t  may be said tru ly  that, up to a certain point, the more capital we send 

away, the more we shall possess and able to retain  at', home” (p. 739). This fact means th a t 

industrial capitalism of England had reached to the stage of m aturity  in the 3rd quarter of 

the 19th century and had already oiie of basic characteristics of coming stage of imperialistic 

development of capitalism.

(3) J. S. Mill classified the functions of Government/in general into (a) the necessary functions 

and (b) optional functions. His classification, in modern meaning', it  seems to me to have, a t  least 

in its root, something1 common to the ideas expressed by one of dominant view of the present

The Theory of Public Finance of J. S. Mill
. . . . . .  ,

and its Historical Character
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